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　皆様、明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。
　「持続可能・・・」というフレーズは、かつて「環境問題」が顕著になっていた時に叫ばれておりまし
たが、現在日本においては「人口減少から引き起こされる諸問題」に対抗するフレーズとして使われる
ようになっております。それは「地方消滅」という問題提起から引き起こされているのではないでしょ
うか。人口減少とは消費者がいなくなる、また、とりわけ地方においての若者流出は働き手もいなくな
るということであり、そこに起因する結果は、経済活動においても大変なリスクであります。残念なが
ら、人口減少の波は簡単には止められない事象となってしまいましたが、「持続可能な地域」という観
点では全国の成功事例、もしくは三好市の現状を踏まえると、まだまだ余地は残されていると確信し
ておりますし、我々の責務として「どうせ・・・と諦める」のではなく「なんとしてでも踏ん張る」ことだと感じております。
そのためには、人を呼び込むこと、その「人」とは、働くことも前提とした移住・定住者がベストでありますが、移住・定住
しなくても定期的に来訪して活躍してくれる関係人口、もしくは消費者としての観光客等の交流人口等いろんな人たちを含
むものであります。「酒まつり」において、コンテンツさえよければ、「人は集まってくる」と実証された経験から、いろんな
「人々を呼び込む仕掛け」を繰り返していくことが必要です。しかし、商工会議所は「イベント会社」ではないので、すべて主
役として行っていくのではなく、行政や他団体と連携して進めていかなければなりません。阿波池田商工会議所は、このまち
において「経済活性化を中心に地方創生の担い手の核」となることを自覚して活動していきたいと考えております。引き続き
ご理解とご協力・ご支援よろしくお願い申し上げます。

持続可能な・・・
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阿波池田商工会議所
会　頭　 　丸　浦　世　造

黒　川　征　一山　口　俊　一 真　鍋　和三郎

役 職 氏　　　名 事 業 所 名
会 頭 丸浦　世造 丸 浦 工 業 ㈱
副会頭 中村　盛彦 ㈴ 中 和 商 店
〃 谷　　尚美 阿 波 池 田 衛 生 ㈽
〃 真鍋　浩章 ㈱ マ ナ ベ 商 事

専務理事 川真田大作
監 事 大泉真二郎 （福）徳育会 大泉保育園
〃 吉田　和利 吉田和利税理士事務所
常議員 池尻　英昭 祖 谷 生 コ ン ㈱
〃 大西　常夫 阿波み よ し 農 業 ㈿
〃 木藤　誠治 ㈱ 南 海
〃 楠本　隆文 ㈲ ヤ マ ト 重 機
〃 後藤田　顕 ㈱徳島大正銀行池田支店
〃 近藤　幸男 四 国 交 通 ㈱
〃 竹内　俊二 ㈱四国銀行池田支店
〃 田村　俊哉 コーヒー &ケーキ　俊屋
〃 田埜　泰弘 ㈲ た の
〃 田原　典郎 ㈱ 田 原 工 業
〃 千葉　秀治 ㈱ マ イ ム 池 田
〃 出葉　　茂 四国電力㈱徳島支店営業部池田営業所
〃 中村　隆司 ㈱中村両栄舎印刷所
〃 中村　忠久 （福）池 田 博 愛 会
〃 細田　忠敏 ㈱ シ ー モ ス
〃 前田　秀和 ㈲よねざわ池田店
〃 正木　康之 ㈱阿波銀行池田支店

役 職 氏　　　名 事 業 所 名
常議員 真鍋　隆資 マ ナ ベ 電 機 ㈱
〃 馬宮亮一郎 三 芳 菊 酒 造 ㈱
〃 森脇　忠利 モ リ ヤ
議 員 安宅　利仁 ㈲ 安 宅 屋 本 店
〃 安達　啓二 ㈱ ア ダ チ
〃 井上　忠彦 池 田 福 助 ㈱
〃 井下　泰憲 ㈲ WORLD COLLECTION
〃 井本　達也 ㈱ イ モ ト
〃 植田　佳宏 祖谷渓温泉観光㈱
〃 内田　伸昭 （医）内田会　内田医院
〃 大坂　正浩 大 坂 酒 店
〃 大西　　敬 ㈱ O A S 
〃 岡崎　義常 ㈲阿波池田浄化槽サービス
〃 影本　栄一 ㈲ デ ー タ プ ロ
〃 久田　幸民 アクサ生命保険㈱徳島営業所

〃 加藤　　武 ㈱四電工池田営業所
〃 岸上　賀洋 寿 司 六 旅 館
〃 木下　満広 中 央 電 氣 建 設 ㈱
〃 木下　善之 三好市タクシー（業）
〃 久保　真二 ㈲ 中 川 衛 生
〃 坂田　和哉 ㈲ サ カ タ
〃 田岡清三郎 （医）　  田　  岡　  会
〃 谷　　正彦 池 田 観 光 バ ス ㈲
〃 田村　和男 ㈲ タ ム ラ 三 光 堂

役 職 氏　　　名 事 業 所 名
議 員 平井　和彦 鮨 　 ひ ら い
〃 平尾　優子 ㈱ 平 尾
〃 福井　昌幸 ㈲介護福祉センター ライフ・アップ
〃 藤本　誠司 藤本誠司税理士事務所
〃 前田　利明 ㈲ 前 田 食 糧
〃 松田　誠祐 阿 波 池 田 通 運 ㈱
〃 松保　克之 四国電力㈱送配電カンパニー池田支社

〃 松端　範人 松 端 事 務 所
〃 真鍋和三郎 天 真 醤 油 ㈱
〃 向井　教陽 ㈱ ひ い ら ぎ
〃 山口　清秋 山 口 製 材 ㈱
〃 山下　伸二 ㈲伸幸プラスチック
〃 吉岡　秀典 ㈱池田ケーブルネットワーク
〃 吉田　　卓 徳島信用金庫池田支店
〃 渡辺　裕士 ㈱ 渡 辺 鉄 工 所

役 職 氏 名
広域経営相談所　所　　　長 南 　 　 誠 司
　　　〃　　　経営指導員 竹 内 　 　 勲
　　　〃　　　経営支援員 南 　 　 千 恵
地域サービス部　 部　　長 近 藤 佐 千 子
　　　〃　　　 　主　　任 森 川 　 信 代
　　　〃　　　 　主　　事 日 坂 　 純 子

事 務 局

［名誉顧問］ ［ 顧　 問 ］馬　宮　　　
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　明けましておめでとうございます。
　2020年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげます。
　私は、昨年11月の臨時会員総会において、各地商工会
議所の皆様のご推挙を得て日本商工会議所会頭に再任さ
れ、日商会頭として3期目の新年を迎えることとなりまし
た。各地の皆様におかれましても新体制の下、清々しく新
年をお迎えになられたことと存じます。
　さて、昨年は国内外ともに実に多くの動きがありまし
た。
　わが国では30年ぶりの御代替わりを経て「令和」時代
の幕が開き、大変な盛り上がりを見せたラグビーワールド
カップ、5年ぶりの消費税率引き上げ等、重要な出来事が
相次ぎました。一方で、台風等の自然災害による被害も広
範囲かつ甚大なものとなり、いまだ影響の残る被災地の皆
様には、改めて心からお見舞いを申しあげたいと思いま
す。
　世界では、長期化する米中対立、不安定な中東情勢、ブ
レグジット問題、香港問題、日韓関係の悪化等、数々の混
乱が生じ、その出口を模索し続けた1年でありました。
　わが国の経済情勢に目を転じれば、個人消費にはいまだ
力強さを欠くものの、米中摩擦等の影響もこれまでのとこ
ろ限定的であり、民間投資は引き続き底堅く、日本経済は
潜在成長率並みの1%程度の緩やかな拡大を続けていま
す。本年は、いよいよ東京オリンピック・パラリンピック
が開催されますが、東京および全国各地の魅力とともに、
東日本大震災等から復興した日本の姿を、全世界にアピー
ルできる絶好の機会であり、ぜひともこのビッグイベント
による効果を全国津々浦々に波及させ、日本全体が元気に
なれる1年になることを切に願っております。
　一方、わが国経済は多くの課題も抱えております。人口
減少や高齢化等の日本社会の構造変化を背景に、年々深刻
化する人手不足、経営者の高齢化等による廃業の増加、地
方の疲弊等が、日本経済のさらなる成長の足かせになって
おります。これら日本の抱える構造的課題は、立場の弱い
中小企業の経営課題として最も早く顕在化してきており、
大企業との利益率格差は年々拡大し、また賃金も毎年上昇
する中で、労働分配率は大企業の40%台に対し、中小企
業では70%台に達しています。従って、生産性の向上や
取引価格の適正化等を通じた付加価値の向上なくして、中
小企業はこれからの時代を生き抜くことはできません。
　こうした危機感の下、私は昨年11月、会頭再任時の所
信において「中小企業の強化を通じて日本の成長する力を
育てる」「地域の活性化」を活動の二本柱とする今期の取り
組みを表明いたしました。
　中小企業はわが国経済の基盤であります。日本全体の雇
用の約7割、付加価値の約5割を生み出している中小企業
の強化なくして、わが国の持続的な経済成長はあり得ませ
ん。所信では、①ひっ迫する人手不足とデジタル社会の到

来にあって、いまだ「発火点」に達
していない中小企業への「ＩＴ導
入」と「デジタル技術の実装化」を
急ぎ、生産性向上と付加価値向上
を同時に実現すること、②来る「大
事業承継時代」を変革と創造の好機
と捉え、「事業承継の加速化」で価
値ある事業と技術を次世代へ承継
し、「起業・創業の活性化」でビジネス全体の新陳代謝を促
すこと、③取引価格の適正化とともに、中小企業の生産性
向上を大企業が積極的に支援する「大企業と中小企業の新
しい共存共栄関係の構築」により、サプライチェーン全体
をより強固なものにしていくこと、をわが国経済全体の発
展・強化のための最重要の取り組みとして掲げています。
　また、「地域の活性化」では、各地域がその魅力を活かし、
他地域とも連携して所得向上に取り組まねばなりません。
地域横断での広域連携を軸とした「観光振興」と「農商工連
携」をさらに推し進め、地域の独自資源を最大限に活用し
て、インバウンドも含めた域外需要を取り込んでいく必要
があります。また、観光振興や地方創生の取り組みを支え、
これを加速化するストック効果の高い社会資本整備や、近
年頻発する大規模自然災害に耐え得る国土強靭化について
も、引き続き政府に対して積極的な働き掛けを行ってまい
ります。
　これらの目標を実現させる上で、われわれ商工会議所は
本年も「現場主義」と「双方向主義」をさらに徹底し、現場
の声を、各種の規制・制度改革、持続可能な全世代型社会
保障制度の構築、中小企業対策等を実現する政策提言に活
かしてまいりたいと思います。商工会議所の強みは、全国
515商工会議所、124万会員のネットワークを通じて、具
体的・個別的な課題をはっきりと認識していることです。
その強みを活かし、それぞれの地域で必要とされ、選ばれ
る組織であり続けるためには、地域の多様な主体と連携協
働を図りつつ、商工会議所自身も、時代の要請に合った進
化と変革を遂げていかねばなりません。
　折しも、商工会議所の創始者である渋沢栄一翁が、2021
年のNHK大河ドラマの主人公や、新1万円札の顔となる
ことが決定しました。「企業は利益を上げなければならな
いと同時に、公益についても考えなければならない。両者
は高い次元で両立する」という渋沢翁の理念は、商工会議
所の活動理念そのものであり、現代においてこそ広める価
値があるものと考えます。この機に渋沢翁の理念を改めて
共有し、大企業と中小企業、都市と地方が共に輝き、日本
経済の持続的成長をさらに後押しできるよう、本年も皆様
と共に全力を尽くして取り組む所存であります。

以　上

2020年 年頭所感　　　　　日本商工会議所　会頭　三村 明夫
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三好市サテライトオフィス・地元企業意見交換会 令和1.12. 13　於：真鍋屋（MINDE）

有限会社  三共企業体 美 馬  智 見 阿波池田通運  株式会社 佐々木   毅
有限会社  三共企業体 竹 谷  直 樹 株式会社  四電工  池田営業所 横 関  喜 貴
池田福助  株式会社 西 村  頼 史 四国中央木材  協同組合 藤 村  卓 治
N I S M O C  株式会社 真 鍋  　 進 有限会社  ヤマト重機 高 鍋  周 二
N I S M O C  株式会社 中 川  二 郎 有限会社  ヤマト重機 石 田  　 茂
有限会社 ユウ・アイ・コンサルティング 西内  祐美子

　去る 11月 19日（火）、三好市・三好市商工会・当所主催による「三
好市優良従業員表彰式」が執り行われました。三好市内の事業者から特
に優秀で推薦のあった 10事業所、15名の方々に、黒川市長及び当所丸
浦会頭から表彰状並びに記念品が授与され、立川市議会議長よりご祝辞
が述べられました。
　最後に受賞者を代表して、㈱四電工池田営業所 横関喜貴氏（阿波池田
商工会議所管内）から謝辞が述べられました。当所関係の受賞者は、下
記の 8事業所 11名で、各企業の発展にご貢献された方々です。
　おめでとうございます。

「三好市優良従業員表彰式」 令和1.11. 19　於：三好市役所 本庁舎

●決  算  相  談 　1月27日（月）〜 2月14日（金）
●確定申告相談　2月25日（火）〜 3月10日（火）

各9：00～ 16：00
（土曜・日曜・祝日は除く）

※当会の相談は3月10日㈫迄です。最終日迄に必ずお越し下さい。

決算・確定申告相談決算・確定申告相談 阿波池田商工会議所2F　研修室場所

（順不同・敬称略）

　去る12月13日（金）、三好市サテライトオフィス・地
元企業との意見交換会が（一社）三好みらい創造推進協議
会の主催により真鍋屋（MINDE）で開催され、当所より正
副会頭・常議員14名が参加しました。
　意見交換会では、サテライトオフィス企業の会社概要説
明の後、地元経済団体・企業の紹介および質疑応答が行わ
れました。

　また、意見交換会終了後
の交流会では三好郡市内の
企業、サテライトオフィス
ほか総勢60名が参加し、
地酒と料理を囲みながら情
報交換が行われました。

第51回徳島県商工会議所議員大会 令和1.12. 9　於：ホテルクレメント徳島
　去る12月9日（月）、徳島県商工会議所連合会主催によ
る「第51回徳島県商工会議所議員大会（徳島県中小企業・
小規模事業者活力強化集会）」が県下6商工会議所から役
員・議員が出席し、徳島市ホテルクレメント徳島にて開催
され、当所からは丸浦会頭ほか7名が参加しました。
　今回の大会では「構造的人手不足の克服に向けた中小企
業の付加価値・生産性向上支援」を統一テ－マとし、県連
を代表して当所丸浦会頭が大会決議事項として①中小企
業・小規模事業者の活力強化について ②観光振興による
地域活性化について ③南海トラフ巨大地震対策について 

④インフラ整備の推進についての4事項と、個別要望では
当所よりまちなか（中心市街地）の観光地化による地方創
生について国・県への要望事項を発表し、大会決議事項が
採択されました。また、大会宣
言の後、商工会議所事業成果と
して、徳島県商工会議所女性連
合会ほか2団体より報告がなさ
れました。

　第 196回常議員会において下記議案を審議、承認され
ました。
　第 1号議案　労働保険事務組合事務手数料改定の件
　第 2号議案　委員会再編の件
　第 3号議案　委員会規約改正の件
　第 4号議案　みよし地域商工団体連合会からの要望の件

「第196回　常議員会」 令和1.12. 13　於：商工会議所役員室
報告事項
　（1）｢第 21回四国酒まつり｣ について
　（2）シニア就職フェア開催について
　（3）夢来人イルミネーションについて
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　11月30日（土）に開催された「池田冬のオブジェ 2019」オープニングセレモニ
ーで、私たち女性会は、事業の賑わい創りに貢献できるよう、クリスマス・バザーを
開催しました。
　この時期に相応しくない暖かさでしたが好天に恵まれ、ホットドッグや甘酒、カ
ップケーキなどおかげさまで早々に完売しました。

クリスマスバザーを開催！

　去る11月19日（火）金剛禅総本山少林寺（香川県仲多度郡多度津町）に於いて「多度津商
工会議所青年部オープン例会」が開催され、当青年部メンバーも参加させていただきました。
当日は、多度津YEGの皆様をはじめ、日本商工会議所YEGの皆様と、会員の増強についてグ
ループディスカッションを行い、多くの意見交換と交流を深めることができ、メンバーそれ
ぞれが新たな刺激を受ける機会となりました。

　1月10日（金） 商いの守護神～えびす様を祈願する「第26回池田えびす祭り」が中町えびす神社
で開催され、当青年部も運営の協力を致しました。

　当日は、中町えびす神社境内において神事が執り行われ、「福笹」「熊
手」などの縁起物販売をはじめ、「福引」「福餅投げ」を開催。また、参拝
者の皆様には「ぜんざい」のお接待と御神酒が振る舞われ、地域の活性
化と商売繁盛・企業繁栄を願う大勢の参拝者の皆様で賑わいました。
　また、今回は初の試みとして、当青年部により「餅つき」事業を行いました。ご参拝の皆様、え
びす祭り世話人会の皆様他、多くの皆様にご協力いただき、盛会に終える事が出来ました。

「多度津商工会議所オープン例会」参加 !!

第26回「池田えびす祭り」開催 !!

まちおこしキャラクター『つたはーん』活動報告
11月 3日（日） 第12回三好市民文化祭まちかどフェスティバル（池田町栄町）
11月16日（土） 「Ｙランドリーグ全国ソフトボール大会」（香川県坂出市）
11月17日（日） 徳島スポーツフェスティバル（徳島市）
11月23日（土） ＪＲ観光列車お出迎え（阿波池田駅）
12月22日（日） ＪＲ観光列車お出迎え（阿波池田駅）

池田町歳末感謝祭（池田町栄町）
1月 9日（木） 池田えびす祭り準備笹切り（池田町州津）
1月10日（金） 第26回池田えびす祭り（中町えびす神社）

੨೥෦ͩΑΓ੨೥෦ͩΑΓ

　11月26日（火）、オークラホテル丸亀に
於いて第22回四国商工会議所女性会連合
会総会が開催され、当女性会から井澤副会
長他、3名が参加しました。総会では、今
年度事業計画などすべての議案が原案通
り承認可決され、2年後の開催地である徳
島県へ会旗が引き渡されました。
　総会終了後、「地域を盛り上げるローカルプロジェクトの起こし
方」について、瀬戸内うどんカンパニー株式会社、CUO（チーフうど
んオフィサー）北川智博さんによる記念講演が行われました。

四国商工会議所女性会連合会総会
香川大会に参加

ほっと！ホットなまちづくり
ঁੑձͩΑΓঁੑձͩΑΓ

　11月5日（火）、フレスポ阿波池田前の栄町ロ
ータリーで恒例、花の植え替え作業を実施しまし
た。道ゆく人々に少しでも心の癒しになればとの
想いをこめて、色とりどりのパンジーを植え、ア
メジストセージなど多年草の手入れをしました。
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　池田の冬の風物詩「夢来人イルミネーション」は、多くの皆様のご協賛により11
月30日から1月10日までの42日間点灯。「天空に届ける希望の光」をテーマに、
音楽と光が連動するシンボルタワー（約5ｍ）やイルカのオブジェ、叫びBOXで
は声に反応して光るイルミネーションやハート型のラブチェア、竹灯りなど、池田
へそっ子公園全体が約7万球のイルミネーションで彩られました。
　オープニングイベントでは池田高校・池田中学校吹奏楽部、池田小学校金管バン
ドの演奏、ゆりり・スタジオFUN&やましろAKBのコラボ、三好市民第九合唱団
による合唱などが披露されました。
　また、イルミネーション点灯式ではご来賓に黒川市長・三好市議会議員の皆様方
のご出席をいただき、大泉保育園児による「夢
来人宣言」の後、カウントダウンにより「夢来
人イルミネーション」が披露されました。
　本年度も皆様方のご協賛により「夢来人イ
ルミネーション」を実施することができまし
た。今後とも「池田冬のオブジェ」「夢来人イ
ルミネーション」にご理解とご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。

　池田町の歳末商戦を盛り上げるべく、昨年も 12月 1日
～ 24日の期間、池田町内の事業所約 70店が参加して、
第 34回歳末感謝祭が実施されました。
　抽選会は 12月 20日～ 25日の 6日間、栄町通りの空
店舗を活用して実施し、特賞に液晶テレビ、祖谷温泉宿泊
利用券 5万円並びに商品券 5万円などを設定し、その他
にも電気製品、自転車や、JR観光列車「四国まんなか千
年ものがたり」ペアチケット目録、現金つかみ取りなどを
用意し、更に当所役員、議員の皆様からのご協賛や参加店
から提供された商店賞も 75点集まり、総額約 300万円
の景品が準備されました。

　当事業は、池田町内事業所でのより一層の消費喚起を
図るべく実施していますが、厳しい経済状況が続く地域
において、現在販売中
の三好市プレミアム付
商品券との相乗効果も
図り、お客様への消費
サービスの向上によ
り、少なからず年末商
戦の賑わいを創出する
ことが出来ました。

第34回池田町「歳末感謝祭」開催 !!

「池田冬のオブジェ 2019」〜夢ゆめ来らい人と イルミネーション〜

お絵かきパラダイス（デジタルアート） ・竹灯りワークショップ開催 !!
　「池田冬のオブジェ 2019」協賛事業として、阿波池田
うだつの家においてデジタルアート「お絵かきパラダイ
ス」を 12月 3日（火）から 9日（月）
の 7 日間、また、12 月 5 日（木）
地域交流拠点 真鍋屋（MINDE）にお
いて「竹灯りワークショップ」を開
催しました。
　デジタルアート「お絵かきパラダ
イス」では、夢来人イルミネーショ

ンを背景に、参加した園児や
子供たちは、自分で描いたサ
ンタや雪だるまなどが音楽に
合わせて動く様子を楽しみま
した。
　竹灯りワークショップでは、
日本の文化を知ってもらうため外国の方々に参加いただき
ました。自分でデザインして完成した竹灯りの優しい光に、
参加いただいた皆さんも感激していました。

「へそっコス in “池田冬のオブジェ 2019”」開催 !!
　11月 30日 (土 )、「池田冬のオブジェ 2019」のオープ
ニングイベントとして、四国旅客鉄道株式会社様後援のも
と、コスプレイヤー写真撮影会「へそっコス in〝池田冬
のオブジェ 2019”」を開催致しました。当日は、四国内
外より訪れたコスプレイヤー 162名が参加しました。参
加者は人気のアニメ「鬼滅の刃」に登場するキャラクター

などに扮し、会場である「阿
波池田駅」の構内・ホームや
古民家「阿波池田うだつの家」
での撮影会を楽しみました。
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お申し込み・お問い合わせは…
◆お問合せ先◆
　阿波池田商工会議所　〒778-0002  徳島県三好市池田町マチ2191-1　TEL （0883）72–0143
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　池田税務署管内納税貯蓄組合連合会と三好地区租税教育推進協議会の主催による、三好地区内小・中・高校生から募集し
た「税に関する作品」の表彰式について、表彰状並びに感謝状は、所属する学校等にて受賞者等に伝達されました。
　尚、本年の受賞者は、以下の通りです。〔敬 称 略 〕

みよし税協だよりみよし税協だより
令和元年度　税に関する作品等受賞者

高松国税局納税貯蓄組合連合会  会長賞
　三加茂中　井上　康太（作文）

池田税務署管内納税貯蓄組合  会長賞
　西祖谷中　岡部　新大（作文）
　井川中　　中川　綾夏（作文）

池田税務署長賞
　池田高　　井本　優佑（作文）
　池田高　　宮本　未来（作文）
　三好中　　福田ひかり（作文）
　三野中　　武田　一花（作文）
　加茂小　　田岡　妃依（絵はがき）
　池田小　　石丸　紘大（標語）

三好市長表彰
　池田小　原田　海希（作文）
　池田小　森岡　恵大（絵はがき）
　池田中　竹内　優駕（標語）

東みよし町長表彰
　足代小　　野田　知寛（作文） 加茂小　藤本　理子（絵はがき）
　三庄小　　木藤さくら（標語）

池田間税会  会長表彰
　三加茂中　藤坂　奈央（標語） 三野中　浦岡　夢歩（標語）
　池田小　　田辺　菜摘（標語） 三庄小　國安　昇眞（標語）

学校表彰
租税教育推進校等表彰　池田税務署長表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　三好市立　東祖谷中学校
公益社団法人 池田法人会会長表彰　学校奨励賞
　　　　　　　　　　　　　　　　三好市立　箸蔵小学校

三好地区租税教育推進協議会会長表彰
　池田高　　松下　由樹（作文） 池田高　　坂口　美悠（作文）
　三加茂中　東瀬　雛希（作文） 三好中　　浦川　大輝（作文）
　吾橋小　　栩本　芽衣（作文） 箸蔵小　　中前　紗弥（作文）

　池田小　　石丸　紘大（書道） 三縄小　　三井　輝星（書道）
　白地小　　松下　まみ（書道） 池田小　　原田　海希（書道）
　加茂小　　嵯峨　　京（書道）

公益社団法人 池田法人会会長表彰
　池田小　石丸　紘大（作文）
　加茂小　谷　　唯衣（絵はがき）
　足代小　江口　結菜（絵はがき）

四国税理士会池田支部長表彰 
　山城中　高石　羽姫（標語）

池田税務署管内青色申告会連合会長表彰
　三縄小　大岡　　幸（書道）

　納税貯蓄組合とは、
　納税貯蓄組合法という法律に基づいて、納税資
金の貯蓄による各種税金の円滑な納付を目的と
して組織された民間団体です。

　納税貯蓄組合は、
　１．振替納税の利用をはじめとする税金の期限

内完納の呼び掛け
　２．税に関する各種研修会等の開催による税知

識の普及
　３．中学生の「税についての作文」募集による

租税教育の推進
　４．消費税の滞納を未然に防止する為の事業

　などを通じて、納税思想の高揚のための活動を
行っています。

納税貯蓄組合とは

 

ձ࢜੫ཧࠃ࢛
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ձ࢜੫ཧࠃ࢛
஑ాࢧ෦͔らͷ
͓஌らͤ にせ税理士行為にご注意にせ税理士行為にご注意
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眞鍋　照夫
　三好郡東みよし町足代2837-1
　☎0883-79-3578
井河　靖司
　三好郡東みよし町加茂2468-1
　☎0883-82-6118
藤本　誠司
　三好市池田町シマ727-5
　☎0883-72-3540
坂部　計夫
　三好市池田町サラダ1662-1
　☎0883-72-4626
阿部　義弘
　三好郡東みよし町足代2672-1
　　☎0883-79-3518

吉田　和利
　三好市池田町マチ2398-2
　☎0883-72-0140
宮内　清治
　三好郡東みよし町昼間3194
　☎0883-79-2874
秋田　耕三
　三好郡東みよし町昼間3691-2
　☎0883-79-3082
篠原　貞雄
　三好郡東みよし町加茂2468-1
　☎0883-82-6118
新田　文江
　三好市池田町州津大深田659
　☎0883-70-0151

会 　 員 　 名

期限内納付を推進しています
　納税は安全で確実な振替納税
池田税務署管内納税貯蓄組合連合会
三好市池田町マチ2191－1
阿波池田商工会議所内　TEL 72－0143

三加茂中

西祖谷中

井川中
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三好市交流拠点施設『真鍋屋』
（愛称MINDE）

課題を見つけて取り組む

　　　　　　喜 田   あきこ

　人生の後半真っ只中。あっという間に1年が過ぎ、毎年
加速しています。人生は短いと嫌でも自覚する年齢になり
ました。
　子供のころは、池田に来るのが楽しみで、おめかしして
映画やショッピングを。池高に進学してからは、チアガー
ルとして甲子園へ、また学校には内緒でハウンドドッグの
1万人ライブのお手伝いをしたり、アルバイトをしたり…。
私の知る「池田」は、かなり賑わっていたころだったのか
もしれません。
　それからうん十年、池田に寄ることは数えるほどでした
が若かりし日の思い出がたくさん残る「池田」でマチの交
流施設開業のお手伝いさせていただくことになり、現在関
西と地元である三野を行き来しながら、施設でのイベント
企画や施設内カフェレストランのサポートをさせていただ
いています。
　施設に併設する『MINDEキッチン』は、マチの食堂とし
て食を軸とした交流の場づくりだけではなく、糖尿病死亡
率ワースト、小中学生の肥満率が高く、野菜摂取量が不足

しているという徳島県の「食の課題」に取り組
み「野菜おかず」をビュッフェスタイルで楽し
んでいただくランチを提供しています。旬の
お野菜を使ったご家庭でも作れそうなおかず
メニューですので、ランチをきっかけに食卓での野菜メ
ニューのレパートリーが増え、野菜摂取量が徐々に増えた
ら嬉しいです。
　またこの地域には魅力的な食材があるものの、その魅力
がうまく伝えられておらずもったいないものもあり、その
認知を上げていく取組も行っています。
　（山城や有瀬のお茶でお茶会）（紫黒米ごはんのスパイス
カレー）（八朔、地元のお茶のかき氷）（柚子果汁を使用し
たドリンク）（祖谷そば、半田そうめんイベント）（ジビエ
料理）（地酒イベント）
　食にまつわる営業企画、新規事業の立ち上げなどこれま
で経験してきたことを活かして、現在フリーで商品開発や
販促提案の仕事をしておりますが、どの仕事も『課題を見
つけて解決する』ことがミッション。
　今回、交流施設の運営に関わらせてもらいながら、『地域
の課題』を見つけ、自分の出来ることにベストを尽くして
いる最中です。
　交流施設が、「マチの課題」を解決するきっかけの場とな
り、地元の人も訪れるひとも、賑わいや美味しいも楽しめ
るマチの未来を創る場所となるよう取り組んでいきたい
と思っています。

　昨年を振り返ると新元号となった令和元年は、特に商工
会議所の大きな役割の一つである「要望活動」を積極的に
行った年であったと言えます。
　まず、7月25日（木）には、四国酒まつり大会長（丸浦
会頭）と千葉実行委員長が、三好市長及び三好市議会議長
※に対し、「サンライズビル耐震化未整備」の関係で新な試
飲会場となった「三好市池田総合体育館」の利用について、
便宜を図って頂きたい旨の要望書を提出しております。
　また、11月5日（火）には、丸浦会頭と田原建設業部会
長が公共工事について、三好市長に対し「分離発注制度の
導入・促進」や「請負業者の地元要件の厳格化」により地元
企業が一層優先される入札制度への改革を求める陳情書を
提出するとともに、翌6日（水）には三好市議会議長※に対
し同様の陳情書を提出しております。
※議長不在のため、事務局長対応

　これに併せ、（「三好市まるごと観光」の推進に関する勉
強会）の呼びかけ人である丸浦会頭と谷副会頭は、まちな
か観光の推進について、新たに常議員となられた田村市議
を紹介議員する請願書を三好市長と三好市議会議長に提出
しました。当会議所が請願を行ったのは、現在の「徳島新
聞会館」への移転を求めて実施して以来30数年振りのこ

とです。これは、会頭を初めとする現執行部の「観光を通
して往時の池田の賑わいを復活させたい！」との強い思い
から行ったものです。
　さらに12月16日（月）には、みよし地域商工団体連合
会長として丸浦会頭から西部県民局長に対して新猪ノ鼻道
路開通による影響調査実施についての支援を要望したとこ
ろです。
　他にも12月9日（月）に実施された第51回徳島県商工
会議所議員大会で当会議所の個別要望事項として地元選出
国会議員や四国経済産業局長、県知事等に対し「まちなか
（中心市街地）の観光地化による地方創生」を推進するため
の人的・財政的支援を求めたところです。
　みよし商工団体連合会の前身である経済同友会の時代
から要望し続け、遂に開通の運びとなった「新猪ノ鼻道路」
の例を挙げるまでもなく要望活動は、息長く訴え続けるこ
とが大切です。
　今後とも、会員の皆様をはじめ委員会や部会等各方面か
らのご意見・ご要望を吸い上げ、積極的に要望活動を実施
して参りたいと考えておりますので、皆様方にはご理解・
ご協力をよろしくお願い申し上げます。
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